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～～  

御御
旅旅
社社
七七
夕夕
祭祭
のの
ごご
案案
内内  

～～  

本
年
も
七
月
六
日
～
七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、

茶
屋
町
の
御
旅
社
に
て
、
七
夕
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

七
夕
は
日
本
古
来
の
天
棚
機
比
売
（
あ
め
の
た
な
ば

た
ひ
め
）
の
伝
説
と
大
陸
の
牽
牛
織
女
（
彦
星
と
織

姫
）
の
伝
説
が
相
ま
っ
て
生
ま
れ
た
信
仰
と
い
わ
れ
、

技
芸
の
上
達
、
恋
愛
成
就
を
願
う
日
と
さ
れ
、
笹
の

葉
に
願
い
事
を
記
し
た
短
冊
を
結
び
星
に
祈
り
を

捧
げ
ま
し
た
。 

当
神
社
の
御
旅
社
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
七

夕
祭
は
、
京
都
の
北
野
天
満
宮
に
七
月
七
日
に
行
わ

れ
る
「
御
手
洗
祭
（
み
た
ら
し
さ
い
）
」
に
倣
い
、

神
前
に
書
道
具
を
並
べ
供
え
、
氏
子
崇
敬
者
を
は
じ

め
参
拝
者
み
な
さ
ま
の
学
問
書
道
の
上
達
を
願
い
、

ま
た
、
御
手
洗
の
字
の
如
く
、
心
身
の
清
浄
を
祈
願

致
し
ま
す
。
ま
た
、
末
社
に
玉
姫
稲
荷
神
社
と
い
う

縁
結
び
、
女
性
守
護
の
神
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
所
以

か
ら
、
縁
結
び
に
も
御
利
益
あ
ら
た
か
な
る
と
い
わ

れ
、
特
に
若
い
女
性
か
ら
の
信
仰
篤
く
、
毎
年
、
七

夕
祭
の
日
に
は
大
変
な
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。 

当
日
は
、
夕
方
午
後
四
時
か
ら
短
冊
奉
納
（
各
色

一
枚
百
円
）
な
ど
の
行
事
を
執
り
行
な
い
ま
す
。 

夏
の
夜
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
願
い
事
を
胸
に
、
ど

う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。 
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平
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二
十
六
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七
月
六
日
～
七
日 

 
 

 
 

 
 

午
後
四
時
～
午
後
十
時
ま
で 

場
所 

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
十
二
番
五
号 
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～～  

歯歯
神神
祭祭
のの
ごご
案案
内内  

～～  

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

平
成
廿
六
年
六
月
四
日(

火) 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

 
 

 
 

 

（
ユ
ニ
ク
ロ
梅
田
店 

入
口 

右
横
） 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 

～～  

後後
西西
天天
皇皇
ささ
まま
とと
天天
神神
信信
仰仰  

～～  
 

今
号
で
当
社
報
は
一
一
一
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
一
一
に
ち
な
ん
で
、
第
一
一
一
代
天
皇
で
あ
ら

せ
ら
れ
た
後
西
天
皇
さ
ま
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。 

後
西
天
皇
さ
ま
は
、
今
か
ら
三
六
〇
年
前
の
、
江

戸
幕
府
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
承
応
三
年(

一
六
五
四)

に
御
即
位
。
そ
の
時
ま
だ
十
七
歳
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
若
年
と
い
う
事
も
あ
り
、
そ
の
頃
は
筆
運
び
が

苦
手
で
あ
ら
れ
た
よ
う
で
、
書
の
師
で
あ
っ
た
白
河

惟
喬
公
に
も
指
導
さ
れ
た
事
も
あ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
こ
か
ら
大
変
な
努
力
を
積
み
重
ね
ら
れ
た

結
果
、
数
年
後
に
は
師
で
あ
る
白
河
公
も
驚
く
程
の

上
達
を
遂
げ
ら
れ
、
現
代
で
は
能
書
家
と
し
て
は
も

と
よ
り
古
典
全
般
に
精
通
さ
れ
た
、
努
力
家
の
天
皇

さ
ま
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
学
問
へ
お
心
を
寄
せ
ら
れ
た
縁
か
ら
、

天
神
さ
ま
を
篤
く
崇
敬
さ
れ
、
現
在
も
京
都
の
北
野

天
満
宮
の
三
光
門
に
掲
げ
ら
れ
る
「
天
満
宮
」
の
勅

額
は
、
後
西
天
皇
さ
ま
が
奉
納
さ
れ
た
宸
筆
で
す
。 

例
え
苦
手
な
事
で
あ
っ
て
も
、
天
神
さ
ま
の
御
神

徳
に
心
支
え
ら
れ
、
努
力
を
積
み
重
ね
る
事
で
、
結

果
は
つ
い
て
く
る
と
い
う
事
を
身
を
も
っ
て
体
現
さ

れ
た
天
皇
さ
ま
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

～～  

震震
災災
義義
援援
金金  

ごご
報報
告告  

～～  
 

今
年
二
月
十
一
日
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
当
宮
御
旅

社
の
社
頭
で
募
っ
て
お
り
ま
し
た
、
東
日
本
大
震
災

義
捐
金
で
す
が
、
約
二
ヶ
月
間
で
一
七
三
二
九
円
の

募
財
が
集
ま
り
、
被
災
地
神
社
の
春
祭
り
の
時
期
で

あ
る
五
月
初
旬
に
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

  
 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
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編
著 

綱
敷
天
神
社 

禰ね

宜ぎ

（
神
主
） 
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